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～自分で考え 友達と一緒に活動し 振り返りのできる子～ 

しめくくりの３月を迎えて 

 
 卒業ソングのメロディー、ありがとうの言葉・・・これらが校内に響き渡る季節を迎えています。子

どもたちの、子どもたちによる、子どもたちのための活動を大切にしている峡田小学校において、「６

年生を送る会」は、１年間の集大成の学校行事です。 

短い練習期間でしたが、練習段階ですでに感動的なエピソードが生まれていたようです。出し物練習

を終え、教室に戻り、給食を食べ始めたところ、１年生のＴさんが、急に泣き出したので尋ねると、6

年生のＫさんと別れることを考えたら、急に涙が出た・・・担任も思わず、もらい泣きしてしまった・・・ 

 

このエピソードを聞き、二人が紡いだ絆や情緒の豊かさに心を打たれるとともに、今年もまた、別れの

季節が巡ってきたことを感じています。 

いよいよ当日、学校は子どもも大人も高揚感に包まれています。会を仕切るのは次期最高学年の５年

生。緊張感の中にも、意志がみなぎる姿に頼もしさが感じられます。各学年の出し物は、６年生にちな

んだ曲や種目を使って、「送る会」仕様にアレンジし、ユーモアあり、笑いあり、動きあり・・の楽しい

ものばかりでした。１年生の「６年生、ありがとうございました」に対し、自然発生的に出てきた「ど

ういたしまして」のリアクション、かわいい身振りへの反応、愛しむ眼差し、涙をぬぐう姿・・・・今

年の６年生ならではの姿です。６年生からは「いのちの歌」（作詞 Miyabi（竹内まりや）作曲村松崇継）

の二部合唱がしっとりと披露され、多くの涙を誘いました。 

 

 

♪♪いつかは誰でも この星にさよならをする時がくるけれど  

命は受け継がれてゆく 

生まれてきたこと、育ててもらえたこと 

出会ったこと、笑ったこと、そのすべてにありがとう 

このいのちにありがとう ♪♪ 

学校でしか体験できない、一生、心に残るこの感動体

験を峡田小学校は大切にしています。子どもたちの１年

間の成長を実感することができる、私たちにとってはこ

の上ない喜びの３月、卒業式まであと１７日です。 



 

 

日 曜 行事予定（）内は学年、学級 SC 

１ 金 保健指導日  給食指導日  委員会活動  

２ 土 
土曜授業日（読み聞かせ） チャレサタ（６）  囲

碁教室（５） 

 

３ 日    

４ 月 全校朝会 ☆ 

５ 火 B時程・個別指導日（２～６） ☆ 

６ 水 
安全指導 

【放課後】スマイルネクスト教室（2～6） 

 

７ 木 クラブ活動  

８ 金 校外学習（３）区内巡り  

９ 土    

   １０ 日    

１１ 月 全校朝会   クラブ活動 ☆ 

１２ 火 B時程・個別指導日（２～６） ☆ 

１３ 水 【放課後】スマイルネクスト教室（2～6）  

１４ 木 代表委員会  

１５ 金 ５時間授業  

１６ 土    

１７ 日    

１８ 月 児童集会 卒業式予行（１～４年生４時間授業） ☆ 

１９ 火 ５時間授業  おめでとうの会  ☆ 

２０ 水 春分の日  

２１ 木 卒業式  

２２ 金 ４時間授業 給食終  

２３ 土    

２４ 日    

２５ 月 修了式   

２６ 火 春季休業日始  

２７ 水    

２８ 木    

２９ 金    

３０ 土    

３１ 日    

卒業に向けて 
第６学年 学年主任 上間 一蔵 

今年度の６年生の学年だよりのタイトル

は、「シンカ」でした。「シンカ」は漢字に変

換すると「進化」「深化」などいろいろな漢字

が当てはまります。子供たちにも、たくさん

の「シンカ」を見つけよう！と話しました。

子供たちからも、「今月のシンカは、マーチン

グで新しい課題を見つけられたので「新課」

ですよ！」などの声が聞かれました。 

この一年、６年生はたくさんの「シンカ」

を遂げました。特に運動会、展覧会、３０周

年記念式典など、学校行事では多くの「シン

カ」が見られました。先月行われた研究発表

大会でも、「東京で１番」の姿を発信しました。

さぁ、そんな６年生が、卒業に向けて、どん

な最後の「シンカ」を遂げてくれるのか、こ

の１ヶ月を楽しみに過ごしていきます。 

 

 

一歩ずつ 
第２学年担任 佐藤 宗矢 

「１年生のお手本になるぞ」という気持ち

でスタートをした４月。お兄さん、お姉さん

になって一年生に学校を案内してあげようと

精一杯取り組みました。運動会では、みんな

で心を一つに「サチアレ」を踊りました。最

初は「できるかな。」と正しく踊ることが目標

であった子供たちも、練習の終盤には、「もっ

とかっこよく踊るため」にと友達にアドバイ

スをし合う姿が数多く見られるようになりま

した。「運動会ノート」には、「友達とアドバ

イスをし合うことでもっと上手に踊れた」と

振り返りを書くことができました。 

６年生を送る会では、今年たくさんできる

ようになった二重跳びやリフティングなどの

種目で６年生に勝負を挑みました。６年生の

すごさを改めて肌で実感しました。今回、６

年生にチャレンジしたように、これからもで

きることをたくさん増やし、新しいことにチ

ャレンジしてほしいです。 

 

※予告なしの避難訓練があります。 

☆SC・・・スクールカウンセラーの来校日です。 

 


